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【１上越市の位置と特徴】  資料表紙～1Ｐ 

 
【２上越市水田農業の状況】  資料 2Ｐ～9Ｐ 

①水田面積 15,156ｈａ（平場地域 9,603ｈａ、中山間地域 5,553ｈａ） 
②Ｈ22 年作付状況 

  主食用水稲 10,963ｈａ、大豆 1,228ｈａ、加工米 399ｈａ、そば 238ｈａ 
飼料米 106ｈａ、米粉用米 63ｈａ、ＷＣＳ38ｈａ、麦 35ｈａ 

③担い手育成の状況（水田経営所得安定対策加入状況）   
  集落型・有志型農事組合法人（90）＋戸別認定農業者（754）→面積シェア 63.1％ 

④米戸別所得モデル事業加入状況 
  主食用作付面積に占める加入割合→97.2％ 
 ⑤平成 22 年度干ばつ被害 
  作況指数 97、上位等級比率 22.8％、農作物・農地被害が中山間地域に集中 
 
【３中山間地域農業の課題と持続可能な経営戦略】  資料 10Ｐ～18Ｐ 

①生産性の格差是正対策（中山間地域等直接支払交付金）の拡充 
・中山間地域の農事組合法人と平場の農事組合法人との生産性格差 
 10ａ当たり 48,000 円（Ｈ19 年度上越市担い手育成総合支援協議会調査） 
②環境保全向上対策（農地・水・環境保全向上対策）の拡充 
・中山間地域等直接支払取組集落における農地・水・環境保全向上対策の取組割合 
 全市平均 48.4％に比較し 27.4％→平場地域に比較しハードルが高い 
※生産性の格差是正対策と環境保全向上対策の両方が取り組める更なる工夫 
※集落間連携組織による地域マネージメントの推進 
③中山間地域米の差別化と販売網の整備 
④耕作意欲を減退させる鳥獣被害対策の拡充 

 
【４力強い持続可能な農業と農村を目指して】  資料 19Ｐ～23Ｐ 

 ①圃場整備の推進 
・当市の区画 30ａ以上の基盤整備率は 54.5％→生産性の向上と農地の荒廃を防止 

圃場整備は必要→水田の汎用化による食料自給率の向上 
②農業者戸別所得補償制度の強化 

 ③環境保全型農業の推進と高品質・良食味の米づくり 
  消費者の理解が得られる農業生産と販売戦略 


















































